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平成 21 年 3 月期業績予想（連結・個別）の修正に関するお知らせ 

 

近の業績動向を踏まえ、平成 20 年 8 月 6 日に公表しました連結業績予想、および平成 20 年 5 月 12 日に公表しました個別業績予

想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

１．連結業績予想 

 （１） 平成 21 年 3 月期第 2 四半期連結累計期間連結業績予想数値の修正（平成 20 年 4 月 1 日～平成 20 年 9 月 30 日）        

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 1 株当たり四

半期純利益

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円

455,000  

百万円

50,000 

百万円 

 48,000 

百万円 

29,000  

円 銭

73  29 

今回修正予想（Ｂ） 487,000 54,000 53,000 33,500 84  46

増減額    （Ｂ－Ａ） 32,000 4,000 5,000 4,500 －

増減率      （％） 7.0% 8.0% 10.4% 15.5% －

（ご参考）前期第 2 四半期実績    

（平成 20 年 3 月期第 2 四半期） 

445,793 63,266 58,866 34,438 86  23

（２） 平成 21 年 3 月期通期連結業績数値の修正（平成 20 年 4 月１日～平成 21 年 3 月 31 日）        

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1 株当たり当

期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円

980,000 

百万円

130,000 

百万円 

 125,000 

百万円 

78,000  

円 銭

197  14 

今回修正予想（Ｂ） 940,000 82,000 79,000 47,000 118  56

増減額    （Ｂ－Ａ） △40,000 △48,000 △46,000 △31,000 －

増減率      （％） △4.1 % △36.9% △36.8% △39.7% －

（ご参考）前期実績 

（平成 20 年 3 月期） 

955,791 135,169 120,139 75,483 189  00

 

２．個別業績予想 

 （１） 平成 21 年 3 月期第 2 四半期累計期間個別業績予想数値の修正（平成 20 年 4 月 1 日～平成 20 年 9 月 30 日）        

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 1 株当たり四

半期純利益

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円

350,000  

百万円

34,000 

百万円 

 47,000 

百万円 

30,000  

円 銭

75  11 

今回修正予想（Ｂ） 392,900 37,300 50,100 33,200 83  71

増減額    （Ｂ－Ａ） 42,900 3,300 3,100 3,200 －

増減率      （％） 12.3% 9.7% 6.6% 10.7% －

（ご参考）前期第 2 四半期実績 

（平成 20 年 3 月期第 2 四半期） 

331,949 37,414 41,400 26,519 66  40
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 （２） 平成 21 年 3 月期通期個別業績予想数値の修正（平成 20 年 4 月 1 日～平成 21 年 3 月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1 株当たり当

期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円

750,000 

百万円

87,000 

百万円 

 100,000 

百万円 

64,000  

円 銭

160  24 

今回修正予想（Ｂ） 720,000 52,000 65,000 38,000 95  86

増減額    （Ｂ－Ａ） △30,000 △35,000 △35,000 △26,000 －

増減率      （％） △4.0% △40.2% △35.0% △40.6% －

（ご参考）前期実績 

（平成 20 年 3 月期） 

732,963 87,155 84,515 53,653 134  34

 

３．修正の理由 

第 2 四半期累計期間につきましては、デジタルカメラ及び交換レンズの販売が好調であったこと、および為替相場が想定よりも

円安に推移したことにより、連結業績、個別業績ともに公表しました予想を上回る見込となりました。 

一方、通期業績につきましては、映像事業においては世界的な景気の低迷による需要の停滞と急激な円高進行の影響が見

込まれ、精機事業ならびにインストルメンツ事業では半導体メーカーほか顧客の投資抑制に伴う販売数量の減少が見込まれるた

め、連結業績ならびに個別業績予想を修正いたしました。 

なお、第 3 四半期以降の為替レートにつきましては、米ドルは１米ドル＝95 円、ユーロは１ユーロ＝125 円を前提としております。 

 

上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります。実際の業績は、 

今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる場合があります。 

 

 

以 上 


